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第６４回国民体育大会  No.17   平成21年開催

◇市役所 企画振興課 国体推進室 q63̶4152　FAX63̶5125

★秋田わか杉国体デモスポ行事を視察しました
　9月2日（日）秋田県秋田市・大仙市にデモンストレーションとしてのスポーツ行事である
「ソフトバレーボール」「グラウンド･ゴルフ」の大会を視察してきました。ソフトバレーボー
ルは、1会場で15コートが取れる秋田市立体育館を会場に行われ、この競技の特徴でも
ある幅広い年齢層の競技者1，193人が集い、小学生から70歳代まで7部門15ブロック
に分かれ、各コートとも熱戦が繰り広げられました。特に40歳以上のチームは、「うまい！」
と観客をうならせるベテランのプレーが随所に見られました。和やかな雰囲気の中にも、
熱気あふれる大会でした。
　また、グラウンド･ゴルフでは、大仙市が誇る日本でも有数の広大な公認グラウンド・ゴ
ルフ場に親子ペア、職場ペア、一般ペアそれぞれ120組240名と初心者体験コース30名
の計750名が参加。最年少は9歳、最年長は87歳とこちらも幅広い年齢層が参加しまし
た。今回の大会は、競技の普及振興に重点を置き、低年齢層の方々に競技の楽しさを
知ってもらうこととして開催され、地元の小中学生を中心に多くのグラウンド･ゴルファー
が誕生しました。競技は、1つのボールを2人で交互に打つペアルールで行なわれ、お互
いの1打に一喜一憂しながら、グラウンド・ゴルフの魅力を思いっきり堪能していました。
大会の運営には多くの市民ボランティアの協力があり、大会をより盛り上げていました。

★市民ボランティアを募集しています
　トキめき新潟国体まで2年を切りました。佐渡市実行委員会では、平成20年のリハーサル大会と平成21年の本大会の
運営を支えてくれるボランティアを募集しています。
《ボランティアの主な活動内容》
・総合案内：　佐渡汽船ターミナル等に設置する総合案内所での総合案内と資料配布
・競技会場受付案内・接待：　各競技会場での受付･案内、資料配布、大会役員・競技
役員の接待
・介助･手話通訳：　言葉や身体の不自由な方へのサポート等
・休憩所の運営：　各競技会場に設置される休憩所でのドリンクサービス、接待等
・弁当引換所の運営：　選手･役員等への弁当の配布や弁当空き箱の回収等
・会場環境美化活動：　競技会場内外の清掃美化等
・広報活動：　トッキッキの着ぐるみを着用しての広報ＰＲ活動等
・花いっぱい運動：　会場内外や沿道などを飾る花の植栽及び
プランターの設置･管理等
・その他：　駐車場誘導整理、式典･案内アナウンス、軟式野球
競技場内アナウンス、歓迎装飾作成設置等
　申込みにつきましては、ボランティア募集要項を参考に申込書に
必要事項を記入し、支所市民課窓口に提出するか、事務局に
FAX(63-5125）で送付をお願いします。募集要項・申込書は佐渡
市国体ホームページからもダウンロードできます。

秋田わか杉国体が
9月29日～10月9日の日程で
秋田市を中心に開催されました
　成績・出場選手一覧については、新潟県体
育協会のホームページをご覧ください。佐渡
市国体ホームページからもリンクしています。
佐渡市国体ホームページアドレス
http://sougo.city.sado.niigata.jp/kikaku/
kokutai/kokutai_index.jsp
新潟県体育協会ホームページアドレス
http://www.japan-sports.or.jp/niigataken/

▲新穂支所前に新たに広告塔を
　設置しました

▲両津七夕山車パレードに
　トッキッキが激励に訪れました

※募集要項・申込書は、本庁・各支所市民課
　窓口等にもあります。
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▲明治期の御料局佐渡支庁周辺
　手前には石置き屋根の民家が密集している。
　右奥には稼業中の北沢精錬所がみえる。

▲現在の御料局佐渡支庁跡周辺
　手前の民家は少ない。博物館脇に民俗文化財収蔵庫
　右奥に北沢火力発電所と浮遊選鉱場の跡がみえる。

▲明治期の御料局佐渡支庁跡全景 ▲現在の御料局佐渡支庁跡

▲明治期の鉱山長室の内部
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